
１
．
直
方
三
中
の
油
絵

　

市
立
直
方
第
三
中
学
校
の
校
長
室
に
は
、
永
年
に
わ
た
り
カ

ン
バ
ス
に
油
彩
の
大
型
絵
画
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
（
写
真
１
）。

　

こ
れ
は
旧
満
州
（
中
国
東
北
区
）
の
風
景
と
い
い
、
同
校
の

前
身
で
あ
る
九
州
日
満
工
業
学
校
（
以
下
、
日
満
学
校
）
の
旧

蔵
品
と
伝
え
る
が
、
そ
の
根
拠
や
伝
存
の
具
体
的
な
経
緯
に
つ

い
て
は
従
来
よ
く
知
ら
れ
て
な
か
っ
た
。
ま
た
描
か
れ
た
内
容

に
つ
い
て
も
、
た
ん
に
「
満
州
の
農
村
（
ま
た
は
田
舎
）
風
景
」

と
い
う
口
伝
の
み
で
あ
っ
た
。

　

今
回
、
同
校
に
保
存
さ
れ
て
い
る
記
録
を
く
わ
し
く
拝
見
し

た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
今
日
に
い
た
る
絵
の
来
歴
と
そ
の
背

景
に
つ
い
て
若
干
の
知
見
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

絵
の
寸
法
は
縦
89
セ
ン
チ
、
横
１
１
５
セ
ン
チ
あ
り
、
こ
れ

に
木
製
の
額
縁
を
加
え
る
と
、
１
１
６
・
５
セ
ン
チ
×
１
４
２

セ
ン
チ
の
大
型
品
と
な
る
。 

　

描
か
れ
て
い
る
の
は
、
中
国
農
村
の
風
景
と
思
わ
れ
る
。
画

面
手
前
に
集
落
、
背
景
に
は
樹
木
の
な
い
険
阻
な
山
並
み
が
広

［ちくほう地域研究］
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が
る
。
山
す
そ
に
は
長
城
の
城
壁
が
見
え
、
建
物
の
形
な
ど
と

考
え
あ
わ
せ
る
と
、
場
所
は
旧
満
州
南
部
、
中
国
東
北
地
方
の

辺
境
で
あ
る
ら
し
い
。

　

村
落
内
の
草
木
は
若
葉
色
で
あ
り
、
季
節
は
早
春
だ
ろ
う

か
。
建
物
の
影
は
長
く
、
山
肌
に
も
陽
が
照
り
映
え
、
時
刻
は

夕
方
の
よ
う
だ
。

　

村
内
で
は
子
ど
も
ま
た
は
女
性
を
乗
せ
た
驢
馬
を
曳
く
男
性

が
こ
ち
ら
へ
歩
い
て
お
り
、
後
方
に
は
背
を
ま
る
め
て
天
秤
棒

を
か
つ
ぐ
人
の
ほ
か
、
い
ず
れ
も
農
民
と
思
わ
れ
る
数
名
の
人

物
が
遠
近
を
ち
が
え
て
配
置
さ
れ
て
い
る
。
概
観
し
て
、
お
だ

や
か
な
農
村
風
景
の
印
象
を
う
け
る
。
左
下
に
は
「
栄
楓
」
の

サ
イ
ン
が
あ
る
。 

２
．
作
者
劉
栄
楓
に
つ
い
て

　

絵
の
作
者
栄
楓
こ
と
劉
栄
楓
は
、
明
治
二
十
五
年

（
一
八
九
二
）
神
奈
川
県
で
生
ま
れ
た
。
父
の
劉
雨
田
は
日
本

に
帰
化
し
、
陸
軍
大
学
校
・
陸
軍
経
理
学
校
で
教
授
を
務
め
た

中
国
系
日
本
人
で
あ
る
。
栄
楓
は
独
学
で
洋
画
を
学
び
、
文
展

や
大
正
博
覧
会
な
ど
に
出
品
し
た
（
註
１
）。

文
展
入
選
作
は

「
朝
の
居
住
地
」 

大
正
三
年
（
一
九
一
四
）

「
満
州
」「
う
す
れ
月
の
漁
村
」
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）

「
満
州
の
宿
」 

大
正
六
年
（
一
九
一
七
）

な
ど
で
、
満
州
に
か
か
わ
る
画
題
が
多
い
。
と
く
に
「
満
州
の

宿
」
は
の
ち
に
「
皇
室
の
御
用
品
と
な
っ
た
」
と
い
う
（
註
２
）。

ま
た
こ
の
ほ
か
に

「
浴
後
」「
母
子
」
昭
和
二
年
（
一
九
二
七
）

な
ど
、
女
性
を
描
い
た
作
品
も
知
ら
れ
て
い
る
。

　

文
展
資
料
に
は
当
時
の
居
住
地
は
神
奈
川
と
あ
る
が
、
一
方

で
日
本
と
旧
関
東
州
（
遼
東
半
島
南
部
）
を
往
復
し
て
い
た
と

い
う
か
ら
、
こ
の
地
方
と
関
わ
り
が
深
い
人
物
で
あ
っ
た
よ
う

だ
。
昭
和
十
二
年
（
一
九
三
七
）
に
満
州
国
首
都
の
新
京
（
現

長
春
）
で
開
催
さ
れ
た
第
一
回
訪
日
宣
詔
記
念
美
術
展
覧
会
で

は
新
京
の
地
方
美
術
代
表
を
務
め
て
お
り
、
翌
年
の
第
一
回
満

州
国
美
術
展
覧
会
（
以
下
、
満
州
国
展
）
が
開
催
さ
れ
た
昭
和

十
三
年
（
一
九
三
八
）
こ
ろ
に
は
新
京
に
定
住
し
て
い
た
ら
し

い
。

　

満
州
国
展
は
、
新
京
で
第
一
回
が
開
か
れ
た
美
術
展
覧
会
で

あ
る
。
出
品
者
を
満
州
国
と
こ
れ
に
隣
接
す
る
関
東
州
の
居
住

者
に
限
定
し
、
日
本
の
敗
戦
に
よ
り
満
州
国
が
瓦
解
す
る
昭
和

二
〇
年
（
一
九
四
五
）
の
第
八
回
ま
で
開
か
れ
た
。
主
催
は
満

日
文
化
協
会
、
後
援
は
満
州
国
文
教
部
と
な
っ
て
い
た
が
、
実

質
は
満
日
文
化
協
会
が
国
の
委
託
を
う
け
て
実
施
し
た
国
営
の

事
業
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
内
容
も
文
化
国
家
の
体

裁
を
整
え
る
た
め
の
政
策
的
な
面
が
強
か
っ
た
と
さ
れ
る
。

　

劉
栄
楓
は
第
一
回
か
ら
第
四
回
ま
で
出
品
し
、
第
一
回
で
は

新
京
の
地
方
美
術
代
表
、
第
二
回
・
第
四
回
展
で
は
美
術
委
員

を
務
め
無
審
査
出
品
で
あ
っ
た
か
ら
、
現
地
美
術
界
で
重
き
を

写真１．�直方三中蔵の風景画
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な
し
た
人
物
と
推
定
さ
れ
る
。

　

こ
の
間
、
劉
は
大
連
（
中
国
遼
寧
省
）
や
日
本
国
内
で
し
ば

し
ば
個
展
を
開
催
、
昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
は
「
劉
栄
楓

画
伯
洋
画
展
覧
会
」
が
開
か
れ
た
。
昭
和
五
年
に
は
満
州
の
穏

や
か
な
農
村
風
景
を
描
い
た
「
満
州
の
収
穫
」
が
知
ら
れ
て
い

る
（
註
３
）（
写
真
２
）。

　
「
満
州
の
収
穫
」
は
広
大
な
満
州
の
平
野
で
収
穫
す
る
現
地

の
農
民
を
描
い
て
い
る
が
、
こ
の
作
品
に
つ
い
て
星
野
桂
三
氏

は「
絵
の
構
図
そ
の
も
の
は
、
ミ
レ
ー
の
〈
落
穂
拾
い
〉
を
下

敷
き
に
、
同
じ
ミ
レ
ー
の
〈
昼
休
み
〉
と
い
う
作
品
を
ド
ッ
キ

ン
グ
さ
せ
、
ポ
ス
ト
印
象
派
風
に
染
ま
っ
た
発
展
途
上
の
日
本

人
画
家
の
手
荒
い
タ
ッ
チ
を
加
え
る
と
、
こ
の
よ
う
な
満
州
風

景
に
な
る
」（
註
４
）
と
評
し
て
い
る
。
日
本
の
西
洋
画
史
に

お
け
る
劉
栄
楓
の
位
置
づ
け
が
見
て
取
れ
よ
う
。

　

収
穫
す
る
農
民
の
背
景
に
は
虹
が
立
つ
が
、
満
州
を
描
く
絵

画
に
お
け
る
虹
に
は
特
別
の
意
味
を
も
つ
と
の
指
摘
が
あ
る
。

千
葉
慶
氏
は
、
第
七
回
文
展
（
一
九
一
三
）
に
出
品
さ
れ
た
辻�

永
の
風
景
画
「
満
州
」
に
か
か
る
巨
大
な
虹
に
つ
い
て
、�

「
農
地
に
か
か
る
虹
を
描
い
た
ジ
ャ
ン
＝
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ミ

レ
ー
「
春
」
を
反
転
し
て
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
ト
レ
ー
ス
し
た

よ
う
な
」
構
図
で
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
「
虹
は
そ
れ
だ
け
で
も

希
望
を
連
想
さ
せ
る
記
号
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
「
満
州
」
の
名

が
冠
さ
れ
る
こ
と
で
、
こ
の
絵
画
は
『
満
州
へ
行
け
ば
希
望
が

待
っ
て
い
る
』
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
す
る
こ
と
に
な

る
」
と
し
、
見
る
人
に
満
州
を
「
約
束
の
地
」「
理
想
郷
」
と

の
印
象
を
強
く
与
え
た
、
と
読
み
解
い
て
い
る
（
註
５
）。

　

以
後
、
一
九
一
〇
年
代
の
文
展
・
帝
展
・
新
文
展
な
ど
の
中

央
官
展
で
は
、
劉
栄
楓
の
「
満
州
」（
一
九
一
五
）、
山
本
森
之

助
「
満
州
の
一
部
」（
一
九
一
七
）
な
ど
、
満
州
を
題
材
に
と
っ

た
作
品
が
出
品
さ
れ
る
。

　

昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
の
満
州
国
展
で
民
生
大
臣
賞
を

受
賞
し
た
齋
藤
栄
一
の
「
歓
喜
嶺
の
二
重
虹
」
に
つ
い
て
、
江

川
佳
秀
氏
は
新
京
南
郊
の
歓
喜
嶺
に
は
建
国
忠
霊
廟
や
建
国
大

学
が
あ
り
、
そ
こ
は
満
州
国
建
国
と
将
来
を
象
徴
す
る
場
所
で

あ
っ
た
と
指
摘
、「
こ
の
作
品
に
描
か
れ
た
虹
は
た
だ
の
雨
後

の
虹
で
は
な
く
（
中
略
）
満
州
国
の
前
途
を
祝
す
虹
と
映
っ
た

は
ず
だ
」
と
す
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
「
満
州
の
収
穫
」
を
見
る
と
、
そ
こ
に

は
「
満
州
は
希
望
の
大
地
」
と
い
う
賞
賛
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
見

え
て
く
る
。
中
国
系
な
が
ら
、
劉
栄
楓
は
日
本
の
満
州
進
出
に

対
し
て
肯
定
的
な
立
場
で
あ
っ
た
よ
う
だ
（
註
６
）。

　

後
述
す
る
よ
う
に
日
満
学
校
旧
蔵
の
絵
が
昭
和
十
七
年
の
寄

贈
と
す
れ
ば
、
劉
栄
楓
が
満
州
国
展
に
出
品
を
し
て
い
た
時

期
、
作
者
五
〇
歳
の
と
き
に
あ
た
る
。
ま
た
、
満
州
国
瓦
解
後

の
劉
栄
楓
の
消
息
や
没
年
は
不
明
で
あ
る
。

３
．
日
満
学
校
と
油
絵
寄
贈
の
経
緯

　

絵
が
第
三
中
学
校
に
伝
わ
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
同
校
所

蔵
の
『
沿
革
史
』
に
記
述
が
あ
る
。
同
書
は
「
福
岡
縣
直
方
市

立
直
方
第
三
中
學
校
」
名
入
り
の
縦
書
き
罫
紙
（
の
電
子
コ

ピ
ー
）
を
袋
と
じ
し
て
白
表
紙
を
付
し
、
紐
で
つ
づ
っ
た
見
開

き
Ｂ
４
判
の
も
の
で
、
表
紙
に
「
沿
革
史
」「
直
方
市
立
直
方

第
三
中
学
校
」、
表
紙
裏
（
見
返
し
）
に
「
昭
和
十
四
年
四
月

二
十
日　

九
州
日
満
鉱
業
技
術
員
養
成
所
と
し
て
創
立
」「
昭

和
四
十
七
年
十
二
月
十
五
日
作
成
」
と
の
墨
書
が
あ
る
（
註
７
）

（
写
真
３
）。

写真３．�「沿革史」・直方第三中学校蔵

　

内
容
は
、
日
満
学
校
か
ら
市
立
第
三
中
学
校
に
い
た
る
沿
革

を
年
代
順
に
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
罫
紙
に
「
縣
」

「
學
」
の
旧
字
が
使
わ
れ
て
い
る
の
で
「
昭
和
四
十
七
年
十
二

月
十
五
日
作
成
」
は
タ
イ
プ
印
字
の
年
代
で
は
な
い
。
本
文
三

頁
に
「
現
在
の
直
方
三
中
の
校
舎
」
と
あ
る
の
を
見
れ
ば
、
原

本
の
作
成
は
日
満
学
校
が
市
立
直
方
第
三
中
学
校
（
新
制
）
に

改
組
さ
れ
た
昭
和
二
十
二
年
以
降
の
、
こ
れ
に
近
い
年
代
と
推

定
さ
れ
る
。
そ
の
後
何
ら
か
の
事
情
で
こ
れ
が
コ
ピ
ー
・
製
本

さ
れ
た
の
が
「
昭
和
四
十
七
年
十
二
月
十
五
日
」
と
考
え
て
よ

い
だ
ろ
う
。
用
紙
や
コ
ピ
ー
の
状
態
も
、
電
子
コ
ピ
ー
が
普
及

し
つ
つ
あ
っ
た
昭
和
四
十
七
年
当
時
の
も
の
と
推
定
で
き
る
。

写真２．�劉栄楓「満州の収穫」・星野桂三氏提供
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こ
の
と
き
の
作
成
者
は
不
明
だ
が
、
原
本
の
作
成
は
当
時
の

事
務
職
員
の
松
田
薫
で
は
な
い
か
と
の
証
言
が
あ
る
（
註
８
）。

　
『
沿
革
史
』
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
四
月
の
条
に
は
、

以
下
の
よ
う
な
注
目
す
べ
き
記
述
が
あ
る
。

「
昭
和
十
七
年
四
月
廿
六
日　

本
渓
湖
煤
鉄
公
司
の
炭
坑
大

爆
発
に
よ
り
三
月
に
渡
満
し
た
採
鉱
科
生
徒
九
名
殉
職
す
。

（
日
本
人
で
殉
職
し
た
の
は
殆
ん
ど
彼
ら
の
み
で
あ
っ
た
）

昭
和
十
七
年
五
月
中
旬　

寮
二
棟
完
成
す
る
。
生
徒
を
全
部

寮
に
収
容
す
る
。

昭
和
十
七
年
五
月
下
旬　

遺
骨
を
迎
え
て　

本
渓
湖
の
爆
発

に
よ
る
殉
職
卒
業
生
の
慰
霊
祭
を
行
う
」

　

こ
の
欄
外
に
赤
字
で
、

「
第
二
期
生
の
保
護
者
が
追
悼
の
念
を
こ
め
て
母
校
に
寄
贈

し
た
の
が
、
校
長
室
の
絵
画
で
あ
る
。
Ｈ
４
．
１
．
30
」

と
の
手
書
き
の
追
記
が
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
三
中
伝
存
の

絵
は
「
本
渓
湖
の
爆
発
」
で
殉
職
し
た
卒
業
生
九
名
の
追
悼
の

た
め
に
、
保
護
者
か
ら
当
時
の
日
満
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
寄
贈
の
時
期
は
不
明
だ
が
、
あ
る
い
は
慰
霊
祭

が
お
こ
な
わ
れ
た
昭
和
十
七
年
の
五
月
下
旬
を
過
ぎ
た
こ
ろ
だ

ろ
う
か
。

　

日
満
学
校
は
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
に
財
団
法
人
日

満
技
術
工
養
成
所
（
十
五
年
に
「
財
団
法
人
日
満
鉱
工
技
術
員

協
会
」
に
改
称
）
に
よ
り
、
直
方
市
知
古
に
設
立
さ
れ
た
。
養

成
所
の
所
在
地
は
東
京
の
満
州
国
大
使
館
内
に
あ
り
、
こ
の
組

織
が
満
州
国
の
運
営
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

当
初
「
九
州
日
満
鉱
業
技
術
員
養
成
所
」
と
し
て
発
足
し
、

昭
和
十
九
年
に
「
九
州
日
満
工
業
学
校
」
と
校
名
変
更
し
た
。

設
立
目
的
は
、
昭
和
七
年
に
成
立
し
た
満
州
国
の
「
地
下
資
源

の
開
発
と
工
業
の
振
興
を
図
」
り
、「
満
州
国
開
発
の
技
術
者

を
養
成
」
す
る
と
あ
り
、
満
州
国
の
国
策
に
そ
っ
た
も
の
で

あ
っ
た
（
註
９
）。

　

ま
た 

校
舎
の
建
築
設
計
は
東
京
前
川
建
設
事
務
所
、
工
事

請
負
は
福
岡
市
の
清
水
組
で
あ
っ
た
。
前
川
建
設
事
務
所
は
、

建
築
家
と
し
て
知
ら
れ
る
前
川
国
男
の
事
務
所
で
あ
り
、
日
満

学
校
は
彼
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（
写
真
４
）。

写真４．�旧日満学校の校舎・「日満第一回卒業アルバム」より

　

そ
の
後
、
昭
和
二
十
年
八
月
、
日
本
の
敗
戦
で
満
州
国
は
崩

壊
し
、
日
満
学
校
も
機
能
を
停
止
し
た
。
戦
後
の
二
十
一
年
四

月
に
は
財
団
法
人
筑
豊
鉱
山
工
業
学
校
と
し
て
復
活
開
校
し
、

同
年
十
一
月
に
は
市
内
に
あ
っ
た
筑
豊
鉱
山
学
校
と
合
併
し
た
。

二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
七
月
に
は
学
校
敷
地
と
施
設
を
直

方
市
に
移
管
、
跡
地
は
直
方
市
立
直
方
第
三
中
学
校
（
新
制
）

と
な
り
、
筑
豊
鉱
山
学
校
は
昭
和
二
十
三
年
四
月
に
新
制
の
筑

豊
鉱
山
高
等
学
校
と
し
て
市
の
東
部
に
開
校
し
た
。
そ
の
後
は

い
く
つ
か
の
変
転
を
へ
て
平
成
十
七
年
（
二
〇
〇
五
）
三
月
に

県
立
鞍
手
竜
徳
高
等
学
校
に
統
合
さ
れ
た
。

　

日
満
学
校
第
一
期
の
入
学
生
は
、
鉱
山
科
七
十
名
・
鉱
山
機

械
科
三
十
名
の
計
百
名
で
あ
っ
た
。
原
則
と
し
て
そ
の
一
割
は

満
州
・
朝
鮮
か
ら
の
留
学
生
と
さ
れ
た
。
学
生
生
活
は
全
寮
制

で
、
起
居
動
作
は
す
べ
て
軍
隊
式
に
お
こ
な
わ
れ
た
。

　

一
期
生
は
三
年
後
の
昭
和
十
七
年
（
一
九
四
二
）
三
月
上
旬

に
卒
業
し
た
。
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
よ
れ
ば
、
卒
業
生
九
十
三
名

の
う
ち
満
州
国
出
身
者
十
六
名
（
う
ち
一
人
は
日
本
人
）、
朝

鮮
半
島
出
身
者
が
四
人
含
ま
れ
て
い
る
（
一
名
は
判
読
不
能
）。

彼
ら
は
一
週
間
の
み
じ
か
い
準
備
期
間
の
あ
と
、
鉱
山
科

六
十
三
名
、
鉱
山
機
械
科
二
十
七
名
が
就
職
先
の
満
州
に
渡
っ

た
。
一
ヶ
月
後
、
こ
の
な
か
の
九
名
が
殉
職
す
る
こ
と
と
な
る
。

４
．
本
渓
湖
煤
鉄
公
司
の
炭
坑
事
故

　

事
故
が
起
き
た
「
本
渓
湖
」
と
は
、
遼
寧
省
本
渓
湖
（
現
本

渓
市
）
に
あ
っ
た
本
渓
湖
煤
鉄
公
司
を
さ
す
（
写
真
５
）。
そ

の
始
ま
り
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
に
日
本
の
大
倉

写真５．�現在の本渓市

�
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財
閥
が
当
時
の
奉
天
省
政
府
と
合
弁
で
「
本
渓
湖
煤
鉄
公
司
」

を
設
立
し
た
こ
と
に
よ
る
。
翌
年
、
石
炭
採
掘
の
ほ
か
に
製

鉄
も
お
こ
な
う
「
本
渓
湖
煤
鉄
公
司
」
と
改
組
、
大
正
四
年

（
一
九
一
五
）
に
は
高
炉
の
操
業
を
開
始
し
た
。
良
質
の
鉄
鉱

石
と
原
料
炭
か
ら
生
産
さ
れ
る
鉄
鋼
は
精
密
機
械
や
大
口
径
砲

に
不
可
欠
で
あ
り
、
日
本
の
軍
需
工
業
を
支
え
た
と
さ
れ
る

（
註
10
）。

　

事
故
は
昭
和
十
七
年
四
月
二
十
六
日
の
十
四
時
五
分
に
起
き

た
。
地
下
一
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
炭
業
部
一
卸
坑
の
採
炭

現
場
と
こ
れ
に
通
じ
る
地
下
電
車
坑
道
（
柳
塘
坑
道
）
附
近
で

メ
タ
ン
ガ
ス
爆
発
と
石
炭
の
粉
塵
に
よ
る
爆
発
事
故
が
起
こ

り
、
坑
内
火
災
が
発
生
し
た
。『
沿
革
史
』
の
い
う
本
渓
湖
の

爆
発
と
は
こ
の
事
故
を
さ
す
。

　

こ
の
と
き
、
一
酸
化
炭
素
中
毒
な
ど
に
よ
り
多
数
の
労
働
者

が
死
亡
し
た
。
死
者
数
は
諸
説
あ
り
、
本
渓
湖
煤
鉄
公
司
の
事

故
報
告
書
で
は
社
員
三
十
四
人
（
日
本
人
三
十
一
・
満
州
人
三
）

と
す
る
が
（
註
11
）、 

関
係
者
の
記
録
に
は
多
少
の
食
違
い
が

あ
る
。
現
場
に
い
た
満
州
製
鉄
労
働
部
長
の
沖
永
健
三
は
「
入

坑
人
員
二
〇
〇
〇
余
人
の
内
一
五
〇
〇
人
の
犠
牲
者
（
内
日
本

人
三
三
人
）」
と
の
べ
て
お
り
（
註
12
）、
日
満
学
校
の
卒
業

生
も
こ
れ
に
含
ま
れ
る
。
ま
た
の
ち
に
撫
順
戦
犯
管
理
所
で
の

話
で
は
一
八
〇
〇
人
以
上
と
さ
れ
て
い
る
（
註
13
）。

　

直
接
の
事
故
原
因
に
つ
い
て
、
沖
永
は
「
停
電
に
よ
る
電
気

操
作
の
誤
で
炭
塵
爆
発
」
と
す
る
が
（
註
14
）、
そ
の
背
景
に

は
石
炭
増
産
の
た
め
に
安
全
設
備
が
不
十
分
で
あ
っ
た
と
の

指
摘
が
あ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
当
時
か
ら
今
日
に
い
た
る
ま

で
、
世
界
的
に
も
屈
指
の
規
模
の
炭
鉱
事
故
で
あ
っ
た
。
ち
な

み
に
日
本
国
内
最
大
の
炭
坑
爆
発
事
故
と
し
て
知
ら
れ
る
三
井

三
池
炭
坑
（
大
牟
田
市
）
の
死
者
は
四
五
八
人
で
あ
る
。

　

死
者
が
多
数
に
の
ぼ
っ
た
原
因
に
つ
い
て
、
坑
内
火
災
が
発

生
し
た
た
め
「
日
本
人
の
採
炭
所
長
が
坑
内
へ
の
送
風
を
中
止

し
入
口
を
封
鎖
し
た
」
と
の
中
国
側
の
主
張
が
あ
る
が
（
註

15
）、
当
時
の
労
務
部
長
沖
永
健
三
は
迅
速
な
救
援
活
動
が
な

さ
れ
た
と
し
、
事
故
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
む
し
ろ
敗
戦
後
に

中
国
軍
か
ら
褒
め
ら
れ
た
と
述
べ
て
い
る
（
註
16
）。

事
故
の
報
告
書
を
み
て
も
、
数
次
に
わ
た
り
救
援
隊
が
入
坑

し
た
こ
と
が
知
ら
れ
、「
送
風
を
中
止
し
た
」
の
は
む
し
ろ
一

酸
化
炭
素
の
坑
内
拡
散
を
ふ
せ
ぐ
た
め
で
あ
っ
た
（
註
17
）。

　

日
本
人
死
者
の
遺
体
は
南
山
倶
楽
部
に
安
置
さ
れ
、
通
夜
が

営
ま
れ
た
。
あ
ま
り
に
も
多
数
の
死
者
に
火
葬
が
間
に
合
わ

ず
、
遺
体
は
彩
家
屯
の
太
子
河
原
で
荼
毘
に
付
さ
れ
た
。
こ
の

と
き
の
写
真
に
は
、
一
列
に
並
ん
だ
棺
と
立
札
状
の
名
札
が

痛
々
し
い
（
写
真
６
）。

写真６．�太子河原で荼毘に付される殉職者・註10文献

　

翌
朝
、
本
渓
湖
の
電
報
電
話
局
に
は
電
報
の
発
信
が
殺
到
し

た
。
午
前
四
時
を
す
ぎ
た
こ
ろ
、
息
を
は
ず
ま
せ
て
来
た
来
客

が
「
〇
〇
（
人
名
）
タ
ン
コ
ウ
ジ
コ
デ 

シ
ン
ダ
」
ア
ト
フ
ミ
」

と
い
う
五
、六
通
の
電
報
を
差
出
し
た
。
そ
の
後
も
電
報
の
依

頼
が
つ
づ
き
、
た
ち
ま
ち
五
〇
通
あ
ま
り
と
な
っ
た
。

 

六
時
す
ぎ
に
は
憲
兵
が
来
局
し
、「
以
後
は
タ
ン
コ
ウ
・
ヤ

マ
・
バ
ク
ハ
ツ
・
ジ
コ
な
ど
の
語
句
の
あ
る
も
の
は
受
付
け
な

い
よ
う
に
」
と
指
示
を
し
た
。

　

局
員
は
総
動
員
で
電
報
を
処
理
し
、
八
時
三
十
分
ま
で
に

二
百
通
ち
か
く
を
発
信
し
た
が
、
ま
だ
五
十
通
あ
ま
り
の
未
処

理
電
報
が
あ
っ
た
と
い
う
（
註
18
）。
当
時
は
戦
時
下
の
た
め

報
道
管
制
は
き
び
し
く
、
日
本
国
内
の
新
聞
発
表
は
一
週
間
後

の
五
月
二
日
で
あ
り
、
死
者
数
な
ど
事
故
の
詳
細
が
判
明
し
た

の
は
戦
後
の
こ
と
で
あ
る
。　

　　

ち
な
み
に
、
こ
の
と
き
本
渓
湖
炭
坑
に
就
職
し
て
い
た
日
満

学
校
鉱
山
機
械
科
一
期
生
荒
木
節さ

だ
お男

の
直
方
市
山
部
の
実
家
に

「
サ
ダ
オ
ダ
イ
ジ
ョ
ウ
ブ
」
と
の
電
報
が
届
い
た
。
突
然
の
事

に
家
族
は
事
情
が
わ
か
ら
ず
に
い
る
と
、
後
日
新
聞
に
事
故
の

ニ
ュ
ー
ス
が
載
っ
た
。
荒
木
は
事
故
の
と
き
機
械
の
操
作
で
抗

口
ち
か
く
に
い
た
た
め
す
ぐ
に
脱
出
し
て
助
か
っ
た
が
、
鉱
山

科
出
身
の
友
人
が
多
く
死
亡
し
た
、
と
語
っ
て
い
る
（
註
19
）。

　

事
故
後
、
九
州
を
は
じ
め
中
国
・
四
国
・
東
北
・
北
海
道
な

ど
日
本
各
地
の
遺
家
族
に
連
絡
が
と
ら
れ
た
。
遠
隔
地
の
た

め
、
全
員
が
現
地
に
集
合
す
る
の
に
五
日
か
ら
七
日
ほ
ど
か

か
っ
た
。
現
地
の
合
同
葬
儀
の
お
り
と
思
わ
れ
る
九
つ
の
遺
骨

と
遺
影
を
抱
い
た
同
僚
ら
の
写
真
が
あ
る
（
写
真
７
）。

　

ま
た
五
月
下
旬
、
直
方
市
の
日
満
学
校
で
「
遺
骨
を
迎
え
て
、

本
渓
湖
の
爆
発
に
よ
る
殉
職
卒
業
生
の
慰
霊
祭
を
行
」
っ
た
の

は
先
に
『
沿
革
史
』
に
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

　

今
日
、
本
渓
市
郊
外
の
山
上
に
当
時
の
日
本
側
に
よ
る
慰
霊

碑
「
永
劫
不
朽
殉
職
産
業
戦
士
之
碑
」
が
現
存
し
、
周
囲
は
事

故
死
し
た
中
国
人
労
働
者
の
集
団
墓
地
と
も
な
っ
て
い
る
。
渓

湖
区
人
民
政
府
に
よ
る
「
市
級
文
物
保
護
単
位
・
肉
丘
墳
」
と

し
て
整
備
さ
れ
、
二
〇
〇
〇
年
六
月
に
は
「
愛
国
主
義
教
育
」

の
石
碑
が
建
て
ら
れ
た
。
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５
．
日
満
学
校
旧
蔵
の
油
絵
と
そ
の
時
代

　

以
上
、
直
方
第
三
中
学
校
所
蔵
の
油
絵
に
つ
い
て
、
そ
の
作

者
と
作
品
の
来
歴
を
見
て
き
た
。
中
国
系
日
本
人
の
作
者
は
、

五
〇
代
の
こ
ろ
か
ら
当
時
の
満
州
国
に
在
住
し
て
画
作
活
動
を

お
こ
な
い
、
現
地
の
洋
画
界
に
重
き
を
な
し
て
い
た
。
未
確
認

な
が
ら
、
満
州
国
政
府
直
属
の
財
団
法
人
日
満
鉱
工
技
術
員
協

会
と
も
つ
な
が
り
を
も
つ
人
物
で
あ
っ
た
ら
し
い
。

作
品
が
日
満
学
校
に
寄
贈
さ
れ
た
直
接
の
契
機
は
、
卒
業
生

の
殉
職
事
故
に
あ
る
。
な
か
で
も
劉
栄
楓
の
絵
が
選
ば
れ
た
の

は
、
満
州
に
お
け
る
劉
の
親
体
制
的
な
立
場
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
。
絵
の
主
題
は
炭
鉱
と
は
無
縁
に
み
え
る
平
和
な
農
村
風
景

で
あ
り
、
と
く
に
こ
の
事
故
に
関
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
は
な

く
、
既
存
の
も
の
が
贈
呈
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
想

像
を
め
ぐ
ら
せ
ば
、
殉
職
生
徒
た
ち
が
生
前
の
日
常
で
目
に
し

て
い
た
絵
で
あ
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

栄
楓
が
満
州
に
定
住
し
た
一
九
三
〇
年
代
は
、
日
本
が
大
陸

に
権
益
を
求
め
て
進
出
し
、
中
国
東
北
地
方
に
傀
儡
政
権
を
建

国
し
た
時
代
に
あ
た
る
。
直
方
市
に
日
満
学
校
が
設
立
さ
れ
た

の
も
、
こ
の
時
代
の
日
本
・
満
州
両
国
の
要
請
に
応
え
た
も
の

で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
多
く
の
青
少
年
が
大
陸
に
渡
り
、
や

が
て
敗
戦
に
遭
遇
し
て
悲
惨
な
境
遇
に
陥
る
こ
と
と
な
っ
た

（
註
20
）。 

以
来
七
〇
年
余
。
そ
の
間
、
絵
は
敗
戦
や
日
満
学
校
の
解
体
、

新
制
中
学
校
へ
の
移
行
な
ど
、
い
く
つ
か
の
混
乱
期
を
乗
り
越

え
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
今
年
は
終
戦
か
ら
七
〇
年
の
節
目

の
年
に
あ
た
る
が
、
一
枚
の
油
絵
の
背
景
に
あ
る
、
日
本
の
大

陸
進
出
と
そ
の
挫
折
と
い
う
、
近
代
史
の
一
側
面
を
地
域
史
の

視
点
か
ら
再
考
し
て
み
る
の
も
意
義
の
あ
る
こ
と
か
と
思
わ
れ

る
（
写
真
８
）。

　

本
稿
を
な
す
に
あ
た
リ
、
直
方
第
三
中
学
校
校
長
橋
本
淳
生

氏
に
は
絵
画
調
査
の
便
宜
と
資
料
の
ご
教
示
を
頂
い
た
。
京

都
・
星
野
画
廊
の
星
野
桂
一
氏
か
ら
は
「
満
州
の
収
穫
」
は
じ

め
、
劉
栄
楓
の
作
品
資
料
の
提
供
を
頂
い
た
。
日
満
第
一
回
卒

業
生
の
故
荒
木
節
男
氏
夫
人
フ
サ
子
氏
か
ら
は
爆
発
事
故
を
は

じ
め
と
す
る
貴
重
な
お
話
を
伺
い
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
を
拝
見
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

�

（
う
し
じ
ま　

え
い
し
ゅ
ん
）

註
１　

�

劉
栄
楓
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
多
く
を
以
下
の
文
献
に

よ
っ
た

　
　
　

�

江
川
佳
秀
「
作
家
・
作
品
解
説　

長
春　

劉
栄
楓
」『
官

展
に
み
る
近
代
美
術
』
２
６
７
頁　

福
岡
ア
ジ
ア
美
術

館
ほ
か　

２
０
１
４

註
２　

�

星
野
桂
三
『
石
を
磨
く
』
54
頁　

産
経
新
聞
ニ
ュ
ー
ス

サ
ー
ビ
ス　

２
０
０
４

註
３　

�

註
２
文
献
53
頁

註
４　

�

註
３
に
お
な
じ

註
５　

�

千
葉　

慶
「
不
安
と
幻
想―

官
展
に
お
け
る
〈
満
州
〉

表
象
の
政
治
的
意
味―

」『
人
文
社
会
科
学
研
究
科
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
報
告
書
第
１
７
５
集
』
千
葉
大
学
大
学
院
人

文
社
会
科
学
研
究
科　

２
０
０
８

註
６　

�

一
部
未
確
認
だ
が
、
劉
が
描
い
た
50
号
の
作
品
が
東

京
の
財
団
法
人
日
満
鉱
工
技
術
員
協
会
の
講
堂
に
掲
示

さ
れ
て
い
た
と
の
情
報
が
あ
る
。
日
満
学
校
こ
と
財
団

法
人
日
満
技
術
工
養
成
所
も
満
州
国
政
府
と
密
接
な
つ

な
が
り
を
も
つ
組
織
で
あ
っ
た
か
ら
、
本
渓
湖
事
故
遺

族
の
絵
画
寄
贈
の
件
と
考
え
あ
わ
せ
、
劉
と
満
州
国
政

府
と
の
関
係
が
伺
わ
れ
、
興
味
深
い
。http://plaza.

rakuten.co.jp/nyankoroom
/diary/201108310001/

註
７　

�

名
称
を
「
直
方
市
立
直
方
第
三
中
学
校
沿
革
」
と
す
る

文
献
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
同
書
第
一
頁
冒
頭
の
表
題
に

よ
る

註
８　

�

第
一
期
卒
業
生
井
上
光
彦
に
よ
れ
ば
、
戦
後
日
満
学
校

の
土
地
と
施
設
が
直
方
市
に
移
管
さ
れ
た
と
き
、
創
立

当
初
か
ら
事
務
の
全
般
を
取
仕
切
っ
て
き
た
松
田
薫
が

「
自
分
の
記
録
簿
か
ら
直
方
第
三
中
学
校
の
原
稿
用
紙
に

書
き
残
し
」
た
と
思
わ
れ
る
と
い
う
。
隈
部
智
雄
・
原

写真７．�現地での合同葬儀・荒木フサ子氏提供

写真８．�「日満学校」記念碑・直方第三中学校内

一
〇
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正
敏
「
戦
時
下
、
技
術
員
・
技
能
工
養
成
の
諸
局
面

（
３
）」『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
第
39
巻
第
２
部
』

１
７
６
頁
１
９
９
１

註
９　

��
直
方
第
三
中
学
校
敷
地
内
の
「
日
満
学
校
跡
地
碑
」
銘

文
に
よ
る

註
10　

�

本
渓
湖
煤
鉄
公
司
で
生
産
さ
れ
た
低
燐
銑
鉄
の
納
入
先
は

海
軍
工
廠
四
割
・
他
の
軍
需
工
場
四
割
・
民
生
用
二
割
と

推
定
さ
れ
、
海
軍
工
廠
の
な
か
で
は
呉
海
軍
工
廠
が
圧
倒

的
に
多
か
っ
た
と
い
う
。「
太
子
河
」
編
集
委
員
会
『
太

子
河
・
満
州
本
渓
湖
１
０
０
年
の
流
れ
』
１
１
４
頁　

本
渓
湖
会
１
９
９
２

註
11　

�

株
式
会
社
本
渓
湖
煤
鉄
公
司
『
本
渓
湖
炭
鉱
◯
災
事
故
報

告
書
』
康
徳
九
年
（
一
九
四
二
）　

註
10
文
献　

２
３
５

頁

註
12　

�

沖
永
健
三
「
炭
業
・
労
務
・
病
院
の
協
力
」
註
10
文
献　

２
３
４
頁

註
13　

�

李
秉
剛
（
元
遼
寧
政
治
経
済
学
院
・
中
共
遼
寧
省
委
党
校

教
授
）
の
説
明
に
よ
る　

青
木
茂
『
万
人
坑
を
訪
ね
る
』

90
頁　

緑
風
出
版
２
０
１
３

註
14　

�

註
10
文
献　

２
３
４
頁

註
15　

�

註
13
文
献　

89
頁

註
16　

�「
敗
戦
後
中
共
軍
か
ら
三
回
（
計
約
三
〇
余
日
）
勾
留
さ

れ
、
厳
し
い
取
調
べ
を
受
け
た
が
、
こ
の
爆
発
事
故
に
つ

い
て
は
殆
ど
尋
問
も
無
く
、
事
件
後
の
処
理
、
殊
に
医
療

の
救
援
が
良
か
っ
た
と
却
っ
て
賞
め
ら
れ
た
ほ
ど
だ
っ

た
」
註
10
文
献　

２
３
５
頁

註
17　

� 

清
水
清
「
身
命
賭
し
て
救
助
活
動
」
註
10
文
献　

２
３
３
頁

註
18　

�

熊
谷
英
雄
「
悪
夢
の
朝
」
註
10
文
献　

２
３
３
頁 

註
19　

�

荒
木
節
男
氏
の
妻
フ
サ
子
氏
に
よ
る

註
20　

�

日
満
会
編
『
追
憶
・
あ
あ
地
平
線
に
陽
は
落
ち
て
・
満
州

動
員
学
徒
の
青
春
』
１
９
９
８
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